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第２学年 単元名 全11時間かけ算九九づくり
１ 単元目標
・乗法の意味を理解し，乗数が１ふえれば積は被乗数分だけふえるきまりを使って進んで問題を解こうとする意欲をも
つ。

・６の段，７の段，８の段，９の段，１の段の乗法九九を 「かけ算」での乗法の性質等を用いて構成し，用語や唱え方，
を知り，用いることができるようする。

・乗数が１増えると積は被乗数分ずつふえることが，６～９，１の段でもいえることがわかる。
・倍概念及び，乗法の意味の理解を深める。
・乗法を日常の問題に適応できるようにすることができる。

２ 学習内容

指導・援助・評価時 ね ら い 学 習 活 動

１ 確かな課題をつかむ。１ アレイ図を使っ
て１つ分の大きさ

問題（１）６ が６，７のときの
全体の大きさを求 かける数が１から５までの答えはわかっ
める ていて，６×６の答えがわからないときのの
活動を通して， ６×７の答えをもとめましょう。段 乗
数が１ふえると，の
積は被乗数分だけ ・６を何回もたすのは，たいへんだなあ。構

に成 大きくなること
よって，６，７の段 ６のだんの答えのもとめ方を考えよう。
の乗法九九を構成 ・絵や図でかく。

２ 自分なりの考えをもつ。し，九九を唱えるこ
とができる。 ・立式して積を求める。 (１つ分の大きさ)・

６×１＝６ の６をもとにして，
６×２＝６＋６＝１２ 絵や図にかいて考え

てごらん。６×３＝１２＋６＝１８
・アレイ図をもとに確か６×４＝１８＋６＝２４
める。・・・・・・・

６×９＝４８＋５４ ・６の段の答えを求める
・６の段だから６ふえているよ。 活動を位置付ける。
・６を何回もたすより，前の答えに６ずつたした 【数学的な考え方】
方が簡単だ。 ６の段の九九の構成

３ 問題(２)を解く。 を見直しながら乗法に
ついて成り立つ性質を７の段をつくりましょう。

４本時のまとめ
６，７の段はかける数が１ずつふえれば 考えている。

答えはかけられる数ずつふやしていけばよ
い。

６の段の乗法九 ・絵や図でかく。２ １ 問題１を提示する。
九の唱え方を覚
え，連続量を扱 問題（１） テープ図をかかせる。６ ・
った問題を６の １本６㎝のテープが□本では，何㎝になの
段の九九を用い るでしょう。段
て解くことがで 素早く九九を唱える活の ・
きる。 ２いろいろな場面で考える。 動を位置付ける。習

【表現・処理】熟 □＝２，７，５…
６の段の九九を唱え・６の２倍になるから

ることができ，それを６×２＝１２ 答え．１２㎝
用いて身の回りの問題
を解。決することがで６のだん九九をおぼえよう
きる。

３ 唱え方の習熟をする。

アレイ図を使っ ・式で表す。３ １ 課題をつかむ。
て１つ分の大きさ アレイ図を使って考え・
が７のときの全体 ７のだんの九九をつくろう。 ていくよさに気付くと７
の大きさを求める ともに，他の段の九九の
活動を通して， ・アレイ図の○の数は７ずつ増えている。 の構成で使う活動を位段 乗

２ 立式して積を求める。 置付ける。の 数が１ふえると，
積は被乗数分だけ 【数学的な考え方】構 ７×１＝７
大きくなること ７の段の九九の構成成 に ７×２＝７＋７＝１４

７×３＝１４＋７ を見直しながら，乗法よって，７の段の乗
について成り立つ性質法九九を構成し，九 ７×９＝５６＋７＝６３
を考えている。九を唱えることがで ３ 本時のまとめ

きる。 ７の段はかける数が１ふえれば答えは
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７ふやしていけばよい。

７の段の乗法九 １ ゲームの方法を知らせる。４
九の唱え方をゲ ・７の段の１～９までの九九を９この枠に好きな
ームを通して身 ように書き込む。７
に付けることが ・無作為に箱の中に入っているカード（１～９まの
できる。 での数）９枚を順に１枚ずつ取り出す。 素早く九九を唱える活段 ・

・取り出したカードと７との積を求め，同じ数が 動を位置付ける。の
あれば数をぬる。習

・ぬった数が，縦，横，斜めのいずれか３枚にな熟
ったら勝ちとする。

例；取り出したカード…６
７×６＝４２

【表現・処理】７ ４２ ２８
７の段の九九を唱え

ることができ，それを６３ １４ ２１
用いて身の回りの問題
を解決することができ３５ ４９ ５６
る。

２ ゲームを通して，７の段の唱え方の練習をす
る。

アレイ図を使っ １ 課題をつかむ。５
て１つ分の大きさ
が８のときの全体 問題（１）８
の大きさを求める ４人の子どもがいます。一人に８こずの
活動を通して， つ あめをくばるとあめはぜんぶでいくつ段 乗

いる でしょう。の 数が１ふえると，
積は被乗数分だけ ・８の段の答えを求める構
大きくなること 活動を位置付ける。成 に
よって，８の段の乗 ８のだんをくふうしてつくろうと
法九九を構成し，九 友達に分かりやすい唱 ・
九を唱えることがで ２ 式が８×４になるわけをアレイ図等をもとに ようにアレイ図等をえ
きる。 考える。 用いて説明させる。方

・８の４倍になるから
８×４＝３２ 答え．３２こ

【数学的な考え方】
既習の九九について３ 立式して積を求める。

成り立つ性質が８の段８×１＝８
でも成り立つことに着８×２＝８＋８＝１６
目して，８の段の九九
の構成の仕方を考えて８×９＝６４＋８＝７２
いく。４ 唱え方を知る。

８の段はかける数が１ふえれば答えは
８ふやしていけばよい。

８の段の乗法九 １ 課題をつかむ。６
九の唱え方を覚 ・ 乗法が用いられる場
え，日常の具体的 問題（１） 面を生活の中から見８
な場面から問題づ ８のだんでもとめることができるもんだ つけていく。の
くりができる。 いづくりをしよう。 (１つ分の大きさ)段 ・

や（いくつ分）は何の
２ 作問する。 かをはっきりさせて適
・チョコレートの一箱の中には，８個のチョコレ 式を立てさせる。応

・８の段の九九を唱える題 ートが入っています。５つの箱の中には，いく
活動を位置付ける。と つのチョコレートが入っていますか。
【表現・処理】作 ・紙を一人に８枚ずつ配ります。５人では，何枚
８の段の九九を唱え問 の紙がいりますか。

ることができ，それを３ 問題を解く。
用いて身の回りの問題
を解決することができ
る。

１ 課題をつかむ。７ アレイ図を使っ
問題(１) ・具体的場面を写真にして１つ分の大きさ
右の写真のようにボールが並んでいま て提示する。９ が９のときの全体
す。ボールは全部で何個あるでしょう。の の大きさを求める

活動を通して， ・式に表す。段 乗
被乗数が１ずつ増えの 数が１ふえると， ・
ると，積が９ずつ増構 積は被乗数分だけ
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に ９のだんをくふうしてつくろう えることを使って，成 大きくなること
よって，９の段の乗 式を考えてごらん。と

・９の段の答えを求める唱 法九九を構成し，九 ２ アレイ図等も使って考える。
活動を位置付ける。え 九を唱えることがで ９×１＝９

・乗数，被乗数を替え方 きる。 ９×２＝９＋９＝１８
ても積が変わらない
かけ算のよさを味わ９×９＝７２＋９＝８１
う。３ 唱え方を知る。
【数学的な考え方】４ ゲームを通して，９の段の唱え方の練習をす
既習の九九についてる。

成立つ性質が９の段で・数（１位数）が書いてあるカードから２枚を
も成り立つことに着目取出し，これらの数の積を早く言った方が勝
して９の段の九九の構ちとする。
成の仕方を考えてい９の段はかける数が１ふえれば答えは
る。９ふやしていけばよい。

９の段の乗法九 １ 課題をつかむ。 乗法が用いられる場８ ・
九の唱え方を覚 面を生活の中から見
え，日常の具体的 つけさせる。９ 問題(１)

・９の段を唱える活動をの な場面から問題づ ９のだんでもとめることができるもん
位置付ける。段 くりができる。 だいをつくろう。
(１つ分の大きさ)の ・

２ 作問する。 や（いくつ分）は何適
・一袋には，９個ずつあめが入っています。 かをはっきりさせて応
７袋の中には，何個のあめが入っているでし 式を立てさせる。題

【表現・処理】と ょう。
９の段の九九を用いて乗作 ・テープを一人に９㎝ずつ配ります。４人に配
法九九の性質を考え，九九問 ると，テープは何㎝いりますか。
の構成の仕方について見直３ 問題を解く。
すことができる。

アレイ図を使っ １ １の段の適用場面について話し合う。９
て１つ分の大きさ ・１人にケーキを１個ずつ配りま
が１のときの全体 す。□人分では何個でしょう。１
の大きさを求めるの
活動を通して， １の段を作っておぼえよう。段 乗
数が１ふえると，の

２ 自分なりの考えをもつ アレイ図を用いて確か構 積は被乗数分だけ ・
に ・答えが１ずつ増えるきまりで めさせる。成 大きくなること

よって，１の段の乗 ・アレイ図を用いてと
・１の段の答えを見つけ唱 法九九を構成し，九 １×１＝１ １×３＝３
る活動を位置付ける。え 九を唱えることがで １×２＝２ １×４＝４

きる。 １×５＝５ １×８＝８方
１×６＝６ １×９＝９ １の段の九九を自力で・
１×７＝７ 作り切らせ，確かめさ

３ 交流する。 せる。
【表現・処理】４ １の段の九九の唱え方を知る。
１の段の九九を唱えかけ算のどの段もかける数が１ふえれば

ることができる。答えはかけられる数だけふやしていけばよ
い。
５ １～９の段までの九九を唱えてみる。
６ 練習問題を解く。

身のまわりの事 １ 課題をつかむ。10
問題(１)象を見つめる活動

を通して同じ数ず 写真を見て，それぞれものの数を求めま問
つ並んでいるもの しょう。題
は，１つ分の大きづ
さのいくつ分で全 同じ数ずつ並んでいるとき，かけ算を使く
体の大きさを求め って全部の数を求めよう。り
ればよいことに気 ２ 自分なりの考えをもつ。
付き，乗法九九を ３ 交流する。 【関心・意欲・態度】
使って全体の大き 進んで，具体物の個数
さを求めることが をかけ算を使って求め
できる。 ようとする。

11
発 本時案参照
展


